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はじめに 

アイデアを「発明」という「知財」に変える 

技術者のみなさん、技術者をサポートする知財部のみなさん、あ

るいは新規の研究開発テーマや新規事業の創出を後押しする企画部

門や新規事業部門の皆さん、「新しい研究テーマの創出や新規事業

開拓がどうも上手く進まないなぁ」などと悩んでおられませんか？ 

この本では、そんなみなさんに向けて、ひとつの解決手段を提案し

ます。 

はじめまして。TechnoProducer 株式会社（テクノプロデューサー）

代表の楠浦崇央（くすうら たかひさ）です。TechnoProducer は “勝

てる”知財戦略の立案や新規事業創出の実働支援と人材教育サービス

である「発明塾」を手掛けている会社です。僕はその塾長でもあり

ます。 

弊社は、企業や個人の方へさまざまなサービスを提供しています

が、中でも得意としているのは、ビジネスにおいて武器となる“強い

特許”を取得できる発明創出の実働支援です。 

実際、僕はエンジニア（技術者）でもあり、248 件の特許出願と

105 件の登録特許の実績を持つ発明家でもあります。過去には、ビ

ル・ゲイツが出資し 50 億ドル超を運用する世界初の発明投資ファン

ド Intellectual Ventures（現 Xinova）の契約発明家として、同社から

発明の質・量や対象とした技術分野・事業分野の広さを高く評価い
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ただき、2008 年にはアジアで Top8 人の発明家として表彰されまし

た。また、同社が主催する、世界の Top10 発明家が参加して韓国の

ソウルで一週間にわたり行われる「発明セッション」に、2012 年か

ら 2016 年まで 5 年連続で招待され、世界各国の Top 発明家と一緒に

発明を行いました。 

僕が創出した発明は、さまざまな分野に渡っています。投資ファ

ンドで出会った発明家のほとんどは、大学教授などある分野の一流

の専門家です。彼らは自分の研究分野の中で発明をします。その分

野に世界のだれよりも詳しいのですから当たり前です。 

発明セッションでは、僕が分野に関係なく発明をどんどん出して

いく様子を見た他の発明家から、「ミスタークスウラは、どうして

自分の専門分野以外の発明を次々と提案できるんだ？」とよく質問

を受けていました。 

なぜ、分野を問わず発明を次々に生み出すことができるのか。僕

の答えは「発明って、要するに知のトレーニングだから」です。新

規事業の企画も同じです。トレーニング次第でどんな分野でも発明

を生み出せますし、発明すること自体がㇳレーニングになるため、

いろいろな分野の最先端にどんどん詳しくなり、加速度的に分野を

問わずよい発明が出せるようになります。 

 

後で詳しく説明しますが、発明塾では、僕のこれまでの経験から

確立した独自の発明手法を指導しています。「独自の手法って何？」

と思った方のために、特徴を１つだけあげておきます。それは、特

許情報を中心とした最先端技術情報を徹底的に分析し活用すること

です。分析の際に鍵となる重要な情報を弊社では「エッジ情報」と
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呼んでいて、そのエッジ情報を軸にした分析手法です。特にビジネ

スの本場である米国の特許や、スタートアップ企業の持つ隠れた最

先端技術の特許を読み解くことで、新たな研究テーマや新規事業の

ヒントを得ることができます。 

また、強い特許を取得できる発明は、競争力のある製品・サービ

スの実用化・事業化とマネタイズを考える上で欠かせません。なの

で、情報分析に限らず、知財戦略や特許戦略の知識に基づいて発明

を生み出すことがとても重要です。発明塾は、競争力のある新規事

業を量産するための、発明創出の場になっています。 

■「オモロいこと」をやりましょう！

「ああ、オモロかった！といって死にたい」

個人的な話になりますが、これは、僕が高校時代に通っていた京

都伏見の学習塾「甲斐塾」の塾長だった甲斐さん（故人）が、教壇

で毎日のように仰っていた言葉です。亡くなる直前まで、教え子に

配る書籍の原稿を執筆されていたと聞きました。言葉通り、本当に

人生を楽しんで生きられた方だったと思います。  

甲斐さんが亡くなられた後、折に触れてこの言葉を思い出し、本

当にその通りだなと感じています。まあ「オモロい」だけでは済ま

ないこともありますが（笑）、僕もずっとそうなりたいと思ってき

て、いろんな新しいこと、オモロいことをやらせてもらって今があ

ります。 

甲斐塾では、例えば数学の授業は「別解を競う」ことを重視して
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進められます。英語の授業では、新旧の洋楽を題材にして、その時

代の思想やそういう歌が流行った背景まで教えてもらいます。本当

に毎回面白くて感動的な授業でした。もちろん教材やテストは、す

べて講師が自ら作成したものです。甲斐塾で「答えは一つではない」

「どんな素材からも学ぶことができる」「暗記ではなく、いい問題

を徹底的に考える」という、一生使える学び方を教わりました。 

大学生になると、僕はこの塾で英語の講師になり、教材を自分で

つくって試行錯誤しながら生徒と向き合い、教育の本質を日々学ば

せてもらいました。卒業後は川崎重工や小松製作所、SCIVAX（サイ

ヴァクス）で設計者・技術者・新規事業担当者・経営者として仕事

をしてきました。 

そんな僕が発明塾を始めた理由の一つは、やっぱり甲斐さんです。

教育熱心で、斬新な手法を次々に教育現場に持ち込んだ恩師に影響

を受けたこともあって、いつか技術系の人を対象にした教育の分野

で事業をしたいとずっと考えていたからです。 

ある日、アメリカにあるディープ・スプリングス・カレッジ

（Deep Springs College）というユニークな大学のことを知りました。

この大学は、ある企業家がリーダー育成のために設立した１学年 10

〜20 人ぐらいの小さなカレッジで、多くの卒業生がその後にマサチ

ューセッツ工科大学やハーバード大学、ケンブリッジ大学などに進

むというところです。驚くべきことに、このカレッジは学費が無料

なんですね。どうやって運営しているかというと、学生自ら寄付を

募りに行ったり、学内の農場で得た農産物、畜産物を販売したりし

て、運営費を自分たちで賄うことが原則になっているんです。 

それを知ってからずっと、「日本でもこういうことができないか
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なぁ」と仕組みを考えていました。そんな中、2008 年に発明投資フ

ァンド、前出の Intellectual Ventures と出会って、ピンとひらめきま

した。「そうか！ 大学生にも発明を出してもらって一緒に発明投

資ファンドに提案し、そこで得られる収益で学費が賄えるようにし

たらええんとちゃうか？」と考えたんです。それで 2010 年に大学生

向けに「発明塾」をスタートさせました。 

「発明塾って、いい名前ですね」と良く言われます。なぜ「発明

“塾”」か。これも、恩師の存在に依るところが大きいですね。 

甲斐さんの「ああ、オモロかった！といって死にたい」という言

葉に戻るのですが、発明塾でアイデアを出す時は「とにかく楽しん

でやっていこう！」というのをモットーにしています。毎週配信し

ているメルマガでも「オモロいアイデアを出しましょう」「オモロ

いことしましょう」といつも言っています。今やもう、発明塾のキ

ャッチフレーズみたいになっています（笑）。発明塾が「塾」であ

るのは、この甲斐塾での体験が元になっているからなんです。「オ

モロいこと」をやるには、やっぱ「塾」がええやろ、そんな感じで

すね。 

2010 年に大学生向けに「発明塾」をスタートさせた当初、大学生

が世界中の発明家が競って提案する投資ファンドの狭き門を突破で

きる発明が出せるか、疑問の声を上げる人もいました。しかし、始

めてみると発明は大学生でも創出可能でした。そして、発明の賞金

で学費をまかなえた学生も出ました。発明投資ファンドの方々の手

厚い支援もあり、「発明塾」は大成功でした。 

そして現在、弊社 TechnoProducer 株式会社は、企業向けの「企業
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内発明塾」、スタートアップや起業したい人を支援する「起業家向

け発明塾」、そして、発明塾の指導内容をオンラインでいつでもだ

れでもどこでも学べる「e 発明塾」「発明塾動画セミナー」などのサ

ービスを立ち上げ、知財戦略の立案や新規事業創出の支援をしてい

ます。 

お陰さまで、「企業内発明塾」をはじめとした TechnoProducer の

サービスは、一部上場企業を中心に、これまで 220 社以上の企業と

8600 名を超える方々に利用いただいています。リピーターになって

いただき、毎年「企業内発明塾」を開催して、新規事業や研究開発

テーマの創出を支援している企業もあります。最近は、研究開発部

門や技術者だけでなく、知財の管理や知財戦略を担当する知財部の

方の利用も増えてきました。個人の方の利用も増えており、大学生

からシニアの方まで利用いただいています。アイデアや思いつきを、

「発明」という知財（知的財産）に育てていく方法は、誰でも学べ

ます。最近では、高校生の塾生も素晴らしい発明を創出しています

ので、決してハードルは高くありません。 

本書では、新規事業の武器となる知財・特許を生み出したい方に

向けて、発明塾で日々実践している「優れた発明を育てる」方法を、

発明を育てた実例を交え詳しく紹介します。発明塾では発明創出に

際しても特許（特許情報）の活用を重視しているため、前半で、ま

ず知財戦略や特許についてお話しします。 

第１章では、これからの時代の新規事業創出に求められる、「先

読み」の知財戦略の考え方と、発明を事業創出につなげるための企
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画の考え方を解説します。なぜ新規事業に知財戦略や特許が大事か、

この章で理解していただけると思います。 

第２章では、特許を取ることが具体的にどう新規事業に役立つか、

そして、なぜ取らなければ負けるかを解説します。また具体的例と

して、特許を活用して急成長している企業の事例を紹介します。新

規事業における特許の役割と最新の活用事例を知ることで、新規事

業の立ち上げに特許を活用するイメージをつかんでいただけると思

います。 

第３章では、特許情報をはじめとする膨大な最先端情報からアイ

デアのヒントになる情報を効率よく見つけ出す方法と、その情報を

もとに、アイデアを生み発明に育てるための考え方を紹介します。

この本で紹介する「発明法」のエッセンスをこの章で学んでいただ

けます。 

そして第４章・第５章では、いよいよ具体的な発明の例を取り上

げ、発明が生まれるプロセスを実況中継的に詳しく紹介します。こ

れらの事例を読んでもらえば、発明は簡単ではないけれど、「天才

だけが思いつくもの」でもなく、「原理原則に沿って少しずつ育て

ていけるもの」だと理解いただけるでしょう。発明の実例を早く知

りたい、という方は４章と５章を先に読み、理解を深めるために１

〜３章に戻る、という順番で読んでいただいても問題ありません。 

新規事業や特許の創出をはじめ、「何か新しいものを生み出した

い！」という方や、「勝てる新規事業を産み出せる人材の育成や組

織を作りたい！」という方に読んでいただけたら嬉しいです。 
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第１章 

特許戦略のすすめ 

〜AI には新規事業創出や発明はできない〜 

１.「攻め」の知財戦略がない企業は生き残れない？ 

「働き方改革」「デジタル化（DX）」など、新型コロナウイルス

をきっかけに世の中は一気に変わりつつあります。そして、さまざ

まな分野で「ニューノーマル」が謳われるようになりました。企業

の知財戦略においてもそれまでの常識を一新するニューノーマルの

時代が到来しており、今後ますますこの流れは加速すると僕は考え

ています。 

本題に入る前に、知財（知的財産）とは何か簡単に説明しておき

ましょう。知財とは、研究開発の過程で生み出されるアイデア、マ

ーケティングにより確立した企業のブランドや製造現場で培ってき

た製造ノウハウのような、知的な活動から生じた無形の財産を示す

言葉です。そして、それを保護するのが「知的財産権」です。 

知的財産権の代表的なものには、発明を保護する「特許権」、物

品や建築物などのデザインを保護する「意匠権」、商品やサービス

に使用する名称やマークを保護する「商標権」、文学・芸術作品や

コンピュータープログラムを保護する「著作権」、植物の品種を保

護する「育成者権（種苗法）」などがあります。また、特許権は出
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願から 20 年、商標権なら登録から 10 年間、著作権であれば作者の死

後 70 年間の有効期間があり、長期間保護されるのも特徴です。長期

間保護されるということは、「上手く使えば」長期的な競争優位を

築ける、ということですよね。したがって、特にモノづくりに関わ

る企業であれば、中長期の事業戦略を考える上で、特許戦略や知財

戦略は一つの要になります。 

もし、あなたの会社の商品がマーケットでトップシェアを持って

いたとしても、知財戦略や知財への対応が万全でないと、どうなる

でしょう。例えば、模倣製品が出てくる。しかも、オリジナルの商

品より価格が安い。消費者が、少しでも安いものが欲しい、となっ

てシェアが逆転。結果として、ニセモノがホンモノに代わってしま

図 1-1 製品・サービスは、さまざまな知的財産権で守られている

“特許権”
技術

“実用新案権”
技術

“営業秘密”
ノウハウ

“意匠権”
デザイン

“営業秘密”
顧客情報など

“著作権”
著作物

“商標権”
会社名、製品名
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うという事態もありえます。日本企業が海外マーケットに進出した

場合、特にこういうことが起こりやすくなります。こうなると、そ

のマーケットから撤退するしかなくなるかもしれません。これは一

例ですが、このようなことにならないためにも知財戦略が重要で、

しかもグローバルに手を打たないといけない時代なんだ、というこ

とです。 

ちなみにマイクロソフト（Microsoft）創業者のビル・ゲイツは

1990 年頃に「ビジネスを始める前に、取れる特許はすべて取れ」と

言っていたそうです。 

 

 ところで、この知的財産という言葉ですが、2002 年に当時の総理

大臣だった小泉純一郎氏が「知的財産立国宣言」をしたことがきっ

かけで周知された言葉です。それまでは産業財産権と呼ばれていま

した。そして、当時ほとんどの企業では、産業財産関連の部署は

「部」ではなくて「課」の扱いでした。生み出された発明について

特許事務所に出願依頼をしたり費用などの管理をする部署、ぐらい

の位置づけだったと思います。 

 しかし、知的財産という言葉に変わり、国が知財を重要なものと

して位置付けたことで企業の意識にも火がつき始めました。特にメ

ーカーでは、新製品や新規事業のアイデアや発明を掘り起こす仕組

みが必要だという意識が生まれ、新たに知財部という部署が設置さ

れはじめたんです。 

 それから約 20 年経ち、現在、知財戦略は企業の経営戦略の重要な

位置を占めるまでになりました。例えば、「攻め」の知財戦略がな

い企業は生き残れない、と言われるほどになっています。特に特許
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に関しては、ただ数多く取得すればよいということではなくなって

おり、評価基準や創出方法、そして戦略も大きく変わってきました。

そしてその変化は、ますます加速していると感じます。以降では、

知財の中でも特に発明と特許にフォーカスを当てて説明していきま

す。 

 

 

２. 知財戦略・特許戦略のニューノーマルは「モノを

つくる前に特許を取ってオープン化」に 

 

 例えばある商品について、使ってみたお客さまに意見をもらって、

使いづらい部分などを改善したとします。技術者は「ここを工夫し

てみたら、うまいこといきました」と報告しますよね。これも発明

なわけです。それで会社は「おぉ、それ誰もやったことないな、発

明やな」と、発明として認めて特許出願する。これがいわゆるオー

ルドエコノミーの発明と特許です。20 世紀はそういう時代でした。 

 では、今はどうか。自分たちが新規事業や商品ラインナップを増

やしていこうとする時、「将来こんな技術が必要になるだろう」

「10 年後はこういう世の中になるはず」と予測や仮説を立て、それ

を実現するのに必要な工夫やそれを実際にやるであろう人や企業を

推測します。そして、自分たちはきっとその一部に関わるだろう、

あるいは自分たちはやらないけど誰かがやってくれるだろう、いや、

やってもらわないといけないから権利を取っておく必要があるよね、

と考えて発明提案書を出す。それを発明と認定してもらって、特許
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出願する。今は、こんな流れになってきています。  

 つまり、モノをつくる前のアイデアの段階で特許を取得するやり

方が、ニューノーマルです。知財業界では、このようなモノをとも

なわない発明で取った特許を「アイデア特許」と呼んだりします。

日本では、こういう特許の取り方は技術者から見ると邪道なイメー

ジがあり、これまでずっと否定されていたんです。特にメーカーで

は、現場で工夫して実際に上手くいったものや、自分たちが現在販

売している製品に関する発明や特許の方が価値がある、という考え

が根強かったんですね。 

でも、今は発明や特許の価値評価の基準が変わり、それで自社の

事業価値が現在どれくらい上がっているかで判断するのではなく、

世の中のどれくらいの人が今後使うかという視点で評価する時代に

なりました。自分たちがいま所有している技術や事業を守る、とい

う視点ではなく、今後、どのような機会が生まれるか、それを先取

りして陣取りができないか、そういう考え方です。この考え方を、

僕は「知財先行」と呼んでいます。世の中の変化を先読みして発明

する、すると、未来のことは誰も考えていませんから、権利化がで

きる。後に、マーケットがあることが明確になれば、自分たちでや

る素地が整っているなら自分たちでやったらいいし、できないのだ

ったら他の人たちと一緒にやったり、ライセンスしたりすればいい

というわけです。これが、オープンアライアンス、または、オープ

ンイノベーションという考え方です。 

実は 1990 年代には、すでにアメリカの IBM などが、ビジネスモ

デルの一つとしてこれを行っていました。日本企業においても、こ

こ数年、急に状況が変わってきました。数年前から「知財先行」、
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つまり、先読みによる特許取得と活用が日本におけるニューノーマ

ルになってきた、そんな感じですね。 

 

 

３.「モノをともなわない発明」は紙と鉛筆でできる 

 

 モノをつくる前の段階で特許を取りましょうというお話をすると、

必ず出るのが「モノをともなわない発明っていったい何？」「それ

でどうやって特許を取るの？」という質問です。 

 実は、発明ってそもそもモノをつくる前に出来上がっているもの

なんです。少なくとも、僕はそう考えています。なぜならモノをつ

くる前に、必ず「設計者」の頭の中に、モノのイメージがあるから

です。製品は、工作機械やロボットがプログラム通りに材料を削っ

たり曲げたり、混ぜたり、組み立てたりしてつくっているわけです。

そのプログラムの元が、設計図（図面）であり仕様書です。これを

つくっているのが設計者です。 

設計者は、新製品であっても改良製品であっても、世の中の要望

に応えるためにいろんな工夫を考え出し、技術課題を順番に一つず

つ解決し、そのたびに設計図を描いています。僕もそうでした。川

崎重工時代は、年間数百枚も設計図を描いていました。極端に言え

ば、それらは全部発明なんです。つまり「紙と鉛筆」の段階で発明

しているんです。ただ、当時それを「新製品の設計図」とか「新し

い部品の図面」と呼んでいたので、発明とは認識してなかったんで

すね。オールドエコノミー時代はモノができないと発明とは言わな


